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社会・経済のうごき＠しんぶん．yomu 
知っておきたい日本の経済・社会ニューストピックスを要約編集しました 

ホップステップ 

１０分でわかる 

何かを始めなければ、現実は何も変わらない！ 

 

 

 

 ２月２７日、２０１７年度予算案が衆院本会議で可決さ

れ、衆院優越規程により参院での議決がなくても年度内成

立が確定したことになる。一般会計総額は過去最大を更新

する９７兆４５４７億円。高齢化を背景にした社会保障費

が膨らみ、５年連続で過去最大を更新している。税収は５

７兆７１２０億円と歳入の６割弱にとどまり、新規国債発

行額は前年度を下回る３４兆３６９８億円となったものの

歳入全体の３５％を超えており、依然、借金に依存する財

政実情にある。 

 

 

 

 

 帝国データバンクが行なった「企業の人手不足に関する

調査」によると、企業の４３．９％が「正社員が不足して

いる」ことが分かった。過去１０年間で最多となり、前年

より６．０ポイント増え、企業での正社員不足感が広がっ

てきている。業種別にみると、最も多かったのは「放送」

の７３．３％で、「情報サービス」（６５．６％）、「メンテ

ナンス・警備・検査」（６２．９％）、「人材派遣・紹介」（６

０．８％）、「建設」（６０．１％）が続いた。正社員不足で、

受注機会の喪失を危惧する声もある。 

 

 

 

 

国土交通省は三大都市圏と主要地方都市の四半期ごとの

地価動向（１月１日時点）で、商業地と住宅地の計１００

地点のうち８４地点で地価が上昇したと発表した。地価上

昇地点は前回（昨年１０月１日時点）と比べ２地点増えて

いる。同省では「緩やかな上昇基調が続いている」として

おり、事実、横ばいは１６地点で、下落は１０四半期連続

でゼロとなっている。上昇している８４地点のうち、上昇

率が「３～６％」が１２で、「０～３％」が７２となってい

た。 

 

 

 

 

世界保健機構（ＷＨＯ）の発表によると、世界で「うつ

病」に苦しむ人は２０１５年の推計で３億２２００万人に

上ることが分かった。この１０年間で約１８％増加してお

り、世界的に拡大しており、早急な対策が必要だと指摘し

ている。ＷＨＯでの分析発表によると、うつ病は男性より

女性に多く見られ、年齢別にみると、５５～７４歳の発症

率が高いとしている。また、１５～２９歳の若年層の死因

の２番目にうつ病が挙げられ、自殺抑止のうえからも、治

療への取組みの必要性をアピールしている。 

 

 

 

厚生労働省の２０１６年賃金構造統計調査によると、短

時間労働者以外の一般労働者（非正規含む）の平均賃金は

前年と同額の３０万４０００円となったことが分かった。

女性賃金平均は２４万４６００円で過去最高となった。男

性を１００とした賃金格差は、７３．０となり、過去最少

（前年７２．２）となった。また、役職者の女性割合は９．

３％で、過去最高となった。内訳をみると、部長級が６．

６％、課長級が１０．３％で、国の男女共同参画基本計画

の目標には届いていない。 

 

 

 

 

総務省が自治体から出資や財政支援を受けている第３セ

クターや公社、地方独立行政法人の経営状況を調査したと

ころ、２０１６年３月末時点での経常収支が黒字となって

いたのは、全体の６４．５％に上っていることが分かった。

業務分野ごとに黒字法人の割合が高かったのは、「情報処

理」の９０．６％で、「住宅・都市サービス」の７６．７％、

「観光・レジャー」の６８．４％が続いている。総務省で

は「不採算性のある事業の整理が進んでいる」と見ている

とともに、「出資自治体への財政悪化要因にもなりかねない

として、引き続き経営の合理化を求めていく」としている。 

 

 

 

 

 電通は２０１６年の国内の総広告費は前年比１．９％増

の６兆２８８０億円になったと発表した。５年連続で前年

を上回っている。媒体別広告費をみると、地上波と衛星放

送を合わせたテレビ広告が１．７％増の１兆９６５７億円

首位で、インターネット広告が１３．０％増の１兆３１０

０億円、新聞広告が４．４％減の５４３１億円、雑誌広告

が９．０％減の２２２３億円、ラジオ広告が２．５％増の

１２８５億円だった。ネット広告急増の背景にはスマホ普

及があり、広告費全体を押し上げている。 

 

 

 

 

 ローソンの発表によると、６０歳以上のアルバイト店員

がこの４年間で６７．９％増得ていることが分かった。ロ

ーソン店舗で働く６０歳以上の店員は昨年１１月末時点で

約７１００人に上り、全体に占める割合も過去４年間で２．

８％から４．７％まで上昇しており、募集で思うように若

者が集まりづらい状況の中で、元気で勤勉なシニアの応募

が増えてきているという。人手不足感が強いコンビニにと

ってシニアは支え手としての存在感を増しつつある。 

昨年の男女賃金格差は過去最少に 過去最大規模の予算案が成立 

全国の第３セクター、６４％が黒字 

地価、三大都市圏と地方都市で上昇続く 

企業の正社員不足、過去１０年間で最多 

ネット広告、２ケタの大幅な増加に 

コンビニ、６０歳以上店員が４年で７割増 
世界の「うつ病」患者数は３．２億人 


